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「国有林モニター現地見学会を実施」
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■美しい森
も

林
り

づくり
「森や木とのふれあいで

森林を身近なものに」
山形森林管理署最上支署
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（平成２１年度国有林モニター現地見学会を秋田市の「仁別国民の森」で開催　写真は景観に配慮した治山事業の説明風景）

（詳細は２頁で紹介）
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特集コーナー

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
博
物
館
周
辺

の
国
有
林
に
お
い
て
、
森
林
整
備
事
業

や
治
山
事
業
を
実
施
し
た
現
地
を
見
学

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

森
林
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
四
、
十
五
年
に
猛
禽
類
に
配
慮
し
た

施
業
（
山
の
手
入
れ
）
を
行
っ
た
箇
所

に
お
い
て
、
森
林
整
備
の
サ
イ
ク
ル
、

間
伐
の
実
施
方
法
や
現
地
の
実
施
状
況

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
モ
ニ
タ

ー
の
方
か
ら
は
、
猛
禽
類
に
配
慮
し
た

施
業
の
効
果
や
列
状
間
伐
の
取
組
状
況

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人
会
」
の
皆
様
に

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
博
物
館
の

概
要
、
周
辺
の
動
植
物
、
天
然
秋
田
ス

ギ
の
成
立
過
程
や
木
材
利
用
の
歴
史
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
森
林
鉄
道
な
ど
様
々
な
展
示
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
国
民
の
意

見
を
反
映
し
た
国
民
の
た
め
の
森
林
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
国
有
林
モ
ニ
タ

ー
制
度
を
設
け
、
福
島
県
を
除
く
東
北

五
県
に
お
住
ま
い
の
四
十
八
名
の
方
に

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
東
北
森
林

管
理
局
が
行
う
施
策
に
つ
い
て
、
モ
ニ

タ
ー
会
議
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通

じ
、
ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
の
一
環
と
し
て
、
十

一
月
六
日
、
秋
田
県
秋
田
市
郊
外
の

「
仁
別
国
民
の
森
」（
務
沢
国
有
林
）
に

お
い
て
、
国
有
林
の
事
業
内
容
の
理
解

を
通
じ
、
今
後
の
モ
ニ
タ
ー
活
動
に
活

か
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
現
地
見
学
会
を
行
い
、
二
十
六

名
の
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

現
地
見
学
で
は
午
前
中
に
、「
仁
別

国
民
の
森
」
の
中
核
で
あ
る
仁
別
森
林

博
物
館
に
お
い
て
「
仁
別
森
林
博
物
館

特集コーナー 
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akita iwate
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企
画
調
整
室

「
仁
別
国
民
の
森
」
に
お
い
て

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
現
地
見
学
会
を
開
催

治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九

年
度
に
施
工
し
た
、
間
伐
材
を
残
置
型

枠
と
し
て
活
用
し
た
谷
止
工
に
つ
い

て
、
事
業
実
施
前
の
被
害
状
況
、
施
工

内
容
や
治
山
事
業
の
目
的
な
ど
に
つ
い

て
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー

の
方
々
か
ら
は
、
間
伐
材
の
型
枠
の
耐

用
年
数
や
砂
防
事
業
と
の
違
い
な
ど
に

つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
仁
別
森
林
鉄
道
の
務
沢

駅
跡
地
、
め
お
と
杉
（
森
の
巨
人
た
ち

百
選
）、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
舗
装
化
や
協

働
の
森
林
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
も
見

学
い
た
だ
き
、
事
業
見
学
と
あ
わ
せ
、

天
然
秋
田
ス
ギ
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「案内人会」沓沢氏による仁別博物館の紹介

秋田署鈴木治山課長による治山事業についての説明

秋田署柳谷業務第二課長による森林整備事業についての説明
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れ
あ
い
を
感

じ
さ
せ
る
作

品
で
し
た
。

表
彰
式
は
十

月
二
十
三
日

局
長
室
で
行

わ
れ
、
古
久

保
局
長
か
ら

木
場
さ
く
ら

さ
ん
へ
最
優

秀
賞
の
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
優
秀
作
品
と
し
て
、
さ
い

た
ま
市
の
小
林
栞
さ
ん
と
秋
田
市
の
佐

藤
涼
摩
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し

た
。な

お
、
応
募
さ

れ
た
全
作
品
は
、

十
一
月
三
日
ま
で

仁
別
森
林
博
物
館

で
展
示
、
ま
た
東

北
森
林
管
理
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
し
て
お
り
ま

す
。

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
仁
別
森
林

博
物
館
企
画
展
と
し
て
、
天
然
秋
田
ス

ギ
展
を
開
催
し
、
こ
の
企
画
の
一
環
と

し
て
小
学
生
を
対
象
に
仁
別
森
林
博
物

館
及
び
博
物
館
周
辺
の
天
然
秋
田
ス
ギ

の
絵
画
を
九
月
三
十
日
ま
で
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
地
元
秋
田
市
は
も
ち
ろ
ん
、

遠
く
は
さ
い
た
ま
市
か
ら
の
応
募
も
あ

り
、
全
部
で
八
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
秋
田
市
四

ッ
小
屋
小
学
校
二
年
生
の
木
場
さ
く
ら

さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
絵
は
、
仁
別
森
林
博
物
館
に
ほ

ど
近
い
所
に
あ
る
、
林
野
庁
が
指
定
し

た
巨
樹
巨
木
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る

「
め
お
と
杉
」
を
描
い
た
作
品
で
、
め

お
と
杉
と
子
供
た
ち
が
た
わ
む
れ
る
風

景
が
描
か
れ
て
お
り
、
木
と
人
と
の
ふ

最
優
秀
賞
は
秋
田
市
四
ッ
小
屋
小
学
校

の
木
場
さ
く
ら
さ
ん
が
受
賞

〜
仁
別
の
天
然
秋
田
ス
ギ
絵
画
作
品
表
彰
式
〜

局長室での表彰式

最優秀賞を受賞した作品

仁別森林博物館での展示風景

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
叫
ば
れ

て
い
る
中
、
森
林
林
業
に
お
け
る
関
心

も
高
ま
っ
て
お
り
、
小
中
学
校
で
の
社

会
科
等
の
授
業
で
も
森
林
環
境
教
育
へ

の
取
組
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
秋
田
大
学
教
育
学
部
附
属
小

学
校
で
は
、「
木
の
国
秋
田
で
は
、
森

林
が
ど
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
、
守
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
題
し
、
十
一
月

六
日
に
開
催
さ
れ
た
、
東
北
社
会
科
研

究
会
秋
田
大
会
に
お
い
て
学
習
す
る
こ

と
に
な
り
、
事
前
教
育
と
し
て
東
北
森

林
管
理
局
へ
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と

し
て
の
派
遣
依
頼
が
あ
り
、
十
月
二
十

七
日
に
指
導
普
及
課
か
ら
仙
北
谷
課
長

補
佐
と
見
市
保
護
林
係
長
が
ゲ
ス
ト
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
講
義
を
行
い
ま
し

た
。東

北
森
林

管
理
局
で
は

一
昨
年
、
小

学
生
を
対
象

と
し
た
教
本

「
東
北
の
森

林
と
遊
ぼ

う
」
（
カ
ラ

ー
二
十
二

頁
）
を
管
内

（
福
島
県
を

除
く
東
北
五
県
）
の
小
学
校
宛
て
に
配

布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
小
学
校

に
お
い
て
も
こ
の
教
本
を
使
用
し
、
学

習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

当
日
は
五
年
生
三
十
三
名
の
教
室
に

お
い
て
各

生

徒

か

ら
、
秋
田

県
に
お
け

る
森
林
の

状
況
や
取

組
、
林
業

従
事
者
数

の
変
化
や

今
後
の
展

望
や
課
題

等
具
体
的
な
質
問
が
あ
り
、
教
壇
に
立

っ
た
職
員
が
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
答

え
ま
し
た
。

他
に
も
「
手
入
れ
の
道
具
は
ど
ん
な

も
の
か
」「
伐
採
は
ど
う
や
っ
て
行
わ

れ
る
の
か
」「
切
っ
た
木
材
は
ど
う
や

っ
て
運
ぶ
の
か
」
な
ど
写
真
や
絵
を
描

い
て
説
明
す
る
場
面
も
あ
り
、
生
徒
も

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講
義
後
の
担
任
の
先
生
か
ら
、
現
場

を
見
な
が
ら
の
学
習
も
是
非
や
っ
て
み

た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な

講
義
と
な
り
ま
し
た
。

仙北谷指導普及課補佐による講義

生徒からは具体的な質問が

小
学
生
を
対
象
に

秋
田
の
森
林
林
業
に
つ
い
て
解
く
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森や木とのふれあいで
森林を身近なものに

山形森林管理署最上支署

山
形
県
最
上
地
方
は
森
林
率
が
八

割
、
そ
の
四
分
の
三
が
国
有
林
で
、
盆

地
を
取
り
囲
む
よ
う
に
約
十
一
万
㌶
の

広
大
な
国
有
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

県
内
有
数
の
林
業
地
帯
と
な
っ
て
い
る

一
方
で
、
巨
木
が
数
多
く
存
在
し
て
い

る
ほ
か
ブ
ナ
の
美
林
も
あ
り
、
自
然
と

親
し
む
場
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
、
森
林

や
木
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

一
　
遊
々
の
森
等
で
の
活
動

児
童
・
生
徒
等
が
自
然
と
ふ
れ
あ
う

場
と
し
て
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供

す
る
「
遊
々
の
森
」
を
三
箇
所
設
定
し

て
い
ま
す
。
①
真
室
川
町
の
甑
山

こ
し
き
や
ま

探

求
会
が
活
動
す
る
「
塩
根
川

し
お
ね
か
わ

学
校
の
森
」

は
、
今
年
度
協
定
期
間
を
更
新
し
、
新

た
に
、
高
原
湿
原
と
な
っ
て
い
る
荒
沼

周
辺
の
国
有
林
を
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
追
加
し
ま
し
た
。
七
月
に
は
町
立

及
位
の
ぞ
き

中
学
校
の
生
徒
が
湿
原
の
保
全
活

動
に
参
加
し
、
ヨ
シ
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。
②
戸
沢
村
の
神
田
じ
ん
で
ん

妙
見
塾
が
活
動

す
る
「
内
林

う
ち
ば
や
し

自
然
の
森
」
で
は
、
村

立
神
田
小
学
校
児
童
の
自
然
体
験
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
五
月
に
全

児
童
が
参

加
し
た
春

山
探
索
を

行
っ
て
い

ま
す
。
③

舟
形
町
の

ブ
ナ
の
実

21
が
活
動

す
る
「
ふ

な
が
た
薬

師
の
森
」

で
は
、
五
月
に
町
立
堀
内
小
学
校
の
全

児
童
が
遠
足
に
出
か
け
、
ブ
ナ
林
の
散

策
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
団
体
等
が
森
林
体
験
活
動
を

行
う
場
を
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」

を
二
箇
所
設
定
し
て
お
り
、
下
刈
な
ど

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
　
林
業
体
験

舟
形
町
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
、

昨
年
度
か
ら
国
有
林
内
で
舟
形
小
学
校

の
児
童
が
林
業
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
植

付
、
今
年
度

は
そ
の
箇
所

を
下
刈
し
、

不
慣
れ
な
作

業
も
署
職
員

の
指
導
で
安

全
に
楽
し
く

実
施
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

三
　
森
林
ガ
イ
ド
事
業

毎
年
六
月
に
鮭
川
村
が
開
催
す
る

「
ま
ぼ
ろ
し
の
滝
ツ
ア
ー
」
に
ガ
イ
ド

役
と
し
て
職
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ス
は
「
与
蔵
沼

よ
ぞ
う
ぬ
ま

風
景
林
」
に

指
定
し
て
い
る
国
有
林
で
、
治
山
事
業

（
生
活
環
境
保
全
林
整
備
事
業
）
で
整

備
し
た
歩
道
等
が
あ
り
ま
す
。
新
緑
の

ブ
ナ
林
を

散
策
す
る

ほ
か
、
山

菜
シ
ー
ズ

ン
で
も
あ

り
、
帰
り

の
リ
ュ
ッ

ク
が
一
杯

の
参
加
者

も
お
ら
れ

ターザン現れる？（内林自然の森）

下刈りに奮闘中（林業体験）

ま
す
。
秋
に
は
支
署
主
催
の
ガ
イ
ド
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
十
月
二

十
四
日
に
「
最
上
の
巨
木
め
ぐ
り
」
と

し
て
、
真
室
川
町
内
国
有
林
に
あ
る
、

森
の
巨
人
た
ち
百
選
に
も
選
ば
れ
た

「
滝
の
沢
の
一
本
杉
」、「
女
甑
め
こ
し
き

山
の
大

カ
ツ
ラ
」
と
、
戸
沢
村
の
天
然
杉
群

「
幻
想
の
森
」
を
散
策
し
ま
し
た
。
紅

葉
時
期
も
重
な
り
、
県
内
各
地
か
ら
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

四
　
木
と
の
ふ
れ
あ
い

今
年
は
、
真
室
川
町
の
「
子
ど
も
体

験
天
国
え
ん
に
ち
」、
山
形
県
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
「
山
形
県
林
業
ま
つ
り
」
に

参
加
し
、
巣
箱
作
成
の
無
料
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
付

き
添
わ
れ
た
ご
家
族
が
一
生
懸
命
に
な

る
姿
も
あ
り
、
木
と
ふ
れ
あ
う
良
い
体

験
の
場
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を

通
じ
て
、
住

民
の
方
々
に

森
や
木
の
素

晴
ら
し
さ
を

実
感
し
て
い

た
だ
き
、
さ

ら
に
森
林
・

木
を
身
近
に

感
じ
て
い
た

だ
け
た
ら
有

難
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

女甑山の大カツラ（ガイド事業）

どんな鳥が入るかな
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コラム【森のお話】

ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
は
、
一
九
七
二

年
に
群

馬
県
水
上
町
（
現
み
な
か
み
町
）
を
流
れ

る
利
根
川
上
流
域
の
支
流
・
湯
檜
曽
川
の

岸
辺
で
深
尾
重
光
氏
に
発
見
さ
れ
、
ユ
ビ

ソ
ヤ
ナ
ギ
、S

alix
h
u
kao
an
a

と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
の
よ
う
な
科
学
研
究
の

進
ん
だ
国
で
、
高
等
植
物
の
新
種
が
見
つ

か
る
こ
と
は
大
変
珍
し
い
こ
と
で
す
。
ヤ

ナ
ギ
科
植
物
は
雌
雄
異
株
で
、
雄
花
と
雌

花
は
別
々
の
個
体
に
咲
き
ま
す
。
し
か
も

花
の
時
期
と
葉
が
展
開
す
る
時
期
が
ず
れ

て
い
る
の
で
、
花
と
葉
を
同
時
に
見
る
こ

と
が
難
し
い
植
物
で
す
。
ま
た
葉
や
花
は

近
縁
種
の
間
で
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
分

類
・
同
定
が
難
し
い
植
物
と
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
は
、
一
緒
に
生

え
て
い
る
オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
と
似
て
い
る
の

で
発
見
が
遅
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
１
）。
し
か
し
、
最
近
の
研
究
で
は
、

オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
で
は
な
く
、
北
海
道
に
分

布
す
る
エ
ゾ

ヤ
ナ
ギ
に
近

縁
で
あ
る
こ

と
が
判
っ
て

き
ま
し
た
。

他
の
ヤ
ナ
ギ

よ
り
早
く
早

春
に
開
花
す

る
こ
と
、
雄

花
の
花
糸
が
合
着
し
て
一
本
に
見
え
る
こ

と
（
写
真
２
）、
樹
皮
を
む
く
と
内
樹
皮
が

黄
色
を
帯
び
て
い
る
こ
と
（
写
真
３
）、
葉

の
基
部
に
托
葉
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が

ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
の
特
徴
で
す
。
一
方
、
こ

こ
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
が

東
北
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

【森のお話】 

東
北
が
北
限
！
絶
滅
危
惧
種

―
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
、

―

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
　
地
域
研
究
監
　
新
　
山
　
　
　
馨

森
林
総
合
研
究
所
　
　
　
生
態
遺
伝
研
究
室
　
菊
　
地
　
　
　
賢

ば
一
九
八
三
年
に
宮
城
県
の
鳴
瀬
川
流
域
、

一
九
八
五
年
に
同
県
江
合
川
流
域
（
竹

原
・
内
藤

一
九
八
六
）、
さ
ら
に
一
九
九

三
年
に
岩
手
県
の
北
上
川
水
系
和
賀
川
流

域
（
竹
原
一
九
九
五)

、
福
島
県
の
只
見
川

流
域
（
鈴
木
・
菊
地

二
○
○
六
）、
秋
田

県
の
雄
物
川
水
系
玉
川
流
域
、
山
形
県
で

は
最
上
川
水
系
立
谷
沢
川
流
域
お
よ
び
銅

山

川

流

域
、
赤
川

水
系
大
鳥

川
流
域
、

荒
川
水
系

荒
川
流
域

な
ど
で
す
。
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
は
川
の
下
流

部
で
は
な
く
、
上
流
部
の
山
間
地
や
少
し

広
い
盆
地
に
流
れ
出
た
河
川
の
や
や
礫
質

の
河
原
に
分
布
し
て
い
る
よ
う
で
す
（
写

真
４
）。
こ
の
よ
う
な
川
の
上
流
部
は
シ
ロ

ヤ
ナ
ギ
や
オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
が
優
占
す
る
生

育
環
境
で
、
こ
れ
ら
二
種
と
混
じ
っ
て
生

え
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
み
な

さ
ん
の
住
む
町
の
近
く
の
川
に
ユ
ビ
ソ
ヤ

ナ
ギ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
一
度
、
川

辺
の
ヤ
ナ
ギ
も
観
察
し
て
み
て
下
さ
い
。

新
し
い
北
限
が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

（
写
真
撮
影
は
す
べ
て
菊
地
賢
）

写真１ ユビソヤナギの葉

写真２　ユビソヤナギの雄花写真３　黄色い内樹皮

写真４　ユビソヤナギの生息地（只見川流域）
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指
導
普
及
課

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
社
員
ら
が

除
伐
作
業
等
を
体
験

東
北
森
林
管
理
局
と
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

秋
田
支
社
、
仁
別
森
林
博
物
館
案
内
人

会
は
、
昨
年
八
月
に
締
結
し
た
協
定
に

基
づ
く
森
林
保
全
活
動
の
一
環
と
し
て

十
月
十
七
日
に
仁
別
国
民
の
森
で
除
伐

作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
秋
田
支
社
の

社
員
や
家
族
、
仁
別
森
林
博
物
館
案
内

人
会
、
局
職
員
ら
二
十
五
名
が
午
前
十

時
に
仁
別
国
民
の
森
に
集
合
。

開
会
式
は
、
高
橋
指
導
普
及
課
長
の

「
絶
好
の
天
候
の
中
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
参
加
者
全
員
の
力
を
合
わ
せ
て
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。」
と
い

う
挨
拶
で
始
ま
り
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の

田
淵
支
社
長
か
ら
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一

環
と
し
て
仁
別
国
民
の
森
の
フ
ィ
ー
ル

ド
を
活
用
し
た
環
境
保
全
活
動
に
今
後

と
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。」
と
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
指
導
普

作業には子供の姿も

作業を終え全員で記念写真

仙
台
森
林
管
理
署

「
植
樹
の
つ
ど
い
」
で

コ
ン
テ
ナ
苗
を
植
樹

十
月
一
日
（
木
）、
仙
台
市
太
白
区

の
馬
場
岳
山
国
有
林
に
お
い
て
、
仙
台

市
立
秋
保
小
学
校
の
小
学
五
・
六
年
生

（
十
四
名
）
ほ
か
総
勢
百
十
名
の
参
加

に
よ
り
、「
植
樹
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
年
度
の
「
植
樹
の
つ
ど
い
」
は
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
面
積
〇
・
四

九
ha
に
ス
ギ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
秋
植
え

を
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、

樹
高
の
割
に
、
軽
く
小
さ
い
の
で
、
運

搬
や
植
栽
が
簡
単
で
あ
り
、
ま
た
、
根

鉢
付
き
の
苗
な
の
で
、
植
え
付
け
可
能

な
期
間
が
長
い
等
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。当

日
は
、
曇
り
で
時
々
小
雨
模
様
の

天
気
で
し
た
が
、
参
加
し
た
小
学
生
は

大
人
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
使
い
慣

コンテナ苗

及
課
の
職
員
が
除
伐
鎌
の
使
い
方
や
安

全
上
の
留
意
事
項
の
説
明
を
行
い
、
さ

っ
そ
く
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
地
は
平
成
十
五
年
に
一
般
公
募
に

よ
る
記
念
植
樹
が
実
施
さ
れ
た
箇
所

（
約
○
・
○
五
ha
）
で
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

や
ナ
ナ
カ
マ
ド
等
の
植
栽
木
の
ほ
か
、

植
栽
後
侵
入
し
た
ク
リ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
等

を
加
え
た
保
残
木
に
あ
ら
か
じ
め
テ
ー

プ
表
示
が
施
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は

そ
れ
ら
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し

な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
は

元
気
の
良
か
っ
た
参
加
者
も
時
間
の
経

過
に
伴
い
、
次
第
に
息
が
あ
が
っ
た
様

子
で
し
た
が
、
し
ば
し
ば
休
憩
を
取
り

な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
中
、
一
時
間
余
り
で
作
業
を
終
了

し
ま
し
た
。

昼
食
後
、
仁
別
森
林
博
物
館
案
内
人

会
が
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
社
員
ら
を
天
然

秋
田
ス
ギ
林
へ
案
内
。
約
一
時
間
あ
ま

り
、
天
然
秋
田
ス
ギ
林
で
の
森
林
浴
を

楽
し
み
ま
し
た
。
一
行
か
ら
は
「
や
は

り
天
然
秋
田
ス
ギ
林
は
迫
力
が
あ
る
」

「
ス
ト
レ
ス
発
散
に
は
森
林
浴
が
最
高
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
木
製
花
台
の
製
作
な
ど
も

楽
し
み
、
今
後
と
も
綿
密
に
連
携
し
な

が
ら
、
仁
別
国
民
の
森
で
の
環
境
保
全

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確

認
し
、
解
散
し
ま
し
た
。
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れ
な
い
唐
鍬
を
用
い
て
最
後
ま
で
一
生

懸
命
植
付
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
苗
と
い
う
こ
と
で
、
思
っ
た

よ
り
植
付
作
業
が
順
調
に
進
み
、
参
加

者
の
が
ん
ば
り
も
あ
り
、
時
間
内
に
予

定
し
て
い
た
一
、
四
七
〇
本
の
ス
ギ
苗

木
の
植
え
付
け
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
後
に
記
念
標
柱
の
埋
設
と

記
念
写
真
を
撮
影
し
、「
植
樹
の
つ
ど

い
」
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
場
所
を
二
口
野
営
場

付
近
に
移
し
、
約
一
時
間
の
森
林
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
署
職
員
に
よ
り
、

周
辺
の
植
物
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と

も
に
、
資
料
を
使
っ
て
「
森
林
の
働
き
」

な
ど
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

署職員の指導を受け一生懸命植えました

米
代
西
部
森
林
管
理
署

日
本
一
の
天
然
秋
田
ス
ギ
へ

通
じ
る
歩
道
の
修
理
を
実
施

米
代
西
部
森
林
管
理
署
管
内
の
「
仁

鮒
水
沢
ス
ギ
植
物
群
落
保
護
林
」
に
お

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
主
体

と
し
た
木
道
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
保
護
林
は
旧
二
ツ
井
町
の
田
代
沢

国
有
林
に
あ
り
、
林
内
に
は
日
本
一
の

天
然
秋
田
ス
ギ
で
あ
る
、「
き
み
ま
ち

杉
」（
樹
高
五
十
八
ｍ
、
胸
高
直
径
一

六
四
cm
）
を
は
じ
め
、
樹
高
五
十
ｍ
を

超
え
る
天
然
秋
田
ス
ギ
が
林
立
し
、
林

齢
二
五
○
年
に
至
っ
た
現
在
で
も
成
長

を
続
け
て
い
ま
す
。

林
内
に
は
、
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
一
周
を
約
三
十
分
で
散
策
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
作
ら
れ
て

か
ら
年
数
が
経
過
し
た
こ
と
、
う
っ
そ

う
と
し
た
林
内
の
た
め
湿
気
が
多
く

所
々
で
木
道
の
痛
み
が
見
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
今
回
板
の
張
り
替
え
と
、
滑
り

止
め
の
設
置
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

当
日
は
八
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
参
加
し
て
下
さ
り
、
全
線
に
渡

り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
歩
道
は
前
日

ま
で
の
雨
の
せ
い
も
あ
り
、
普
段
よ
り

い
っ
そ
う
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
た
の

で
、
入
り
口
か
ら
滑
り
止
め
の
板
を
打

ち
付
け
奥
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

特
に
登
り
の
歩
道
に
敷
い
た
木
道
は
敷

板
そ
の
も
の
の
痛
み
が
激
し
い
よ
う
で

し
た
。
板
の
張
り
替
え
で
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
の
、
日
曜
大
工
で
磨
い
た

腕
前
が
余
す
と
こ
ろ
無
く
発
揮
さ
れ
、

瞬
く
間
に
修
理
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

二
時
間
ほ
ど
の
修
理
で
持
ち
込
ん
だ
資

材
は
使
い
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

歩
道
脇
の
東
屋
に
保
管
し
て
あ
っ
た
資

材
を
そ
の
場
で
加
工
し
て
修
理
の
必
要

な
箇
所
は
す
べ
て
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
、「
最
近

ボランティアによる歩道整備

ミ
ズ
ナ
ラ
や
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
実
物
の

種
子
を
見
せ
、
葉
の
形
や
種
子
の
散
布

方
法
な
ど
の
特
徴
を
解
説
し
た
と
こ

ろ
、
特
に
種
子
の
飛
び
方
に
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
森
林
が
水
源
か
ん
養
機
能
や

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
公
益
的
な
働

き
を
し
て
い
る
こ
と
、
森
林
を
育
て
る

た
め
の
作
業
の
流
れ
等
の
解
説
も
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
行
事
を
通
じ
、
子
供
た

ち
が
自
然
環
境
や
植
物
、
林
業
な
ど
に

関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
と
思
い
、
一
日
を
終
え
ま
し
た
。

は
土
日
祝
日
の
高
速
割
引
を
利
用
し
て

高
速
道
路
終
点
の
二
ツ
井
白
神
IC
ま
で

来
る
方
が
、
日
本
一
の
ス
ギ
を
見
学
す

る
な
ど
入
込
者
も
増
え
て
い
る
の
で
、

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
修
理
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
心
強
い
話
も

出
さ
れ
て
当
日
の
作
業
を
終
わ
り
ま
し

た
。

現
地
説
明
会
を
開
催

東
北
森
林
管
理
局
林
政
記
者
ク
ラ
ブ

十
月
十
九
日
〜
二
十
日
、
本
年
度
の

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
現
地
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
毎
年
国
有
林
野
の

管
理
経
営
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

お
り
、
今
年
は
昨
年
六
月
十
四
日
に
発
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～森の仲間の裏話　8～ 

へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ 
朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター所長　青山　一郎 

　山々が紅葉から雪化粧に変わる季節。葉を落とした森でカモシ
カに出合いました。衆知のとおりウシの近縁で、反芻のためあま
り動かず口だけモゴモゴしているため、瞑想してるようで、なに
かと擬人化されます。 
　仙人とか哲人に喩えられる思慮深げな風貌のポイントは、涙の
ような泣きぼくろ。この眼下腺、においを分泌する器官で、なわ
ばりなど自己主張のためのもの。木の幹や枝にこすりつける動作
が見られます。 
　かつて植栽木の食害が問題となった頃は、山腹の伐開地にポツ
ポツ見られたものですが、新植地の減少とともに、出会う機会も
減ったように感じます。 
　厳冬前の日だまりで、彼と一緒に物思いにふけりました。 

カモシカ
 カモシカ
 

目の下の泣きぼくろは眼下腺 

各地からの便り

生
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
復
旧

対
策
と
宮
城
県
栗
原
市
内
の
製
材
工
場

で
行
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
栗
原
市
花
山
地
区
に
お
い

て
、
災
害
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
に
つ

い
て
江
坂
宮
城
山
地
災
害
復
旧
対
策
室

長
か
ら
説
明
を
受
け
つ
つ
、
山
腹
工
事

中
に
崩
落
で
三
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

た
箇
所
、
崩
れ
た
土
砂
が
河
川
を
越
え
、

対
岸
の
国
道
も
飲
み
込
ん
だ
箇
所
を
見

学
し
、
自
然
災
害
の
猛
威
を
実
感
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
治
山
工
事
が
完
成
し
た

箇
所
で
は
、
記
者
の
「
周
囲
の
よ
う
な

元
の
山
に
戻
る
の
は
い
つ
頃
か
」
の
質

問
に
、
今
よ
う
や
く
草
が
生
え
始
め
て

き
て
お
り
、
何
十
年
も
か
か
る
と
の
答

え
に
、
一
度
傷
つ
い
た
山
が
自
然
に
戻

る
ま
で
の
長
さ
を
感
じ
ら
れ
た
様
子
で

し
た
。

翌
日
は
、
緊
急
工
事
が
進
ん
で
い
る

荒
砥
沢
地
す
べ
り
箇
所
へ
移
動
、
こ
こ

は
今
回
の
地
震
で
最
大
の
山
地
災
害
発

生
箇
所
で
、
長
さ
千
三
百
ｍ
、
幅
九
百

ｍ
も
の
斜
面
が
最
大
三
百
ｍ
も
移
動
し

ま
し
た
。
記
者
一
同
は
、
ま
ず
移
動
し

た
斜
面
上
を
歩
き
、
い
た
る
所
で
陥
没

や
滑
落
し
て
い
る
道
路
を
見
て
「
地
震

発
生
時
に
車
や
歩
行
者
が
い
な
く
て
本

当
に
よ
か
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

民有林直轄治山事業箇所を見学

破壊された市道など大規模地すべり地を見学

栗駒木材(株)で燻煙乾燥施設等を見学

こ
の
地
す
べ
り
に
よ
り
出
現
し
た
特

異
な
地
形
・
景
観
に
つ
い
て
は
、
防
災

教
育
の
場
と
し
て
の
活
用
等
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
被
災
地
の
近
く
に
あ

る
栗
駒
木
材(

株)

を
見
学
。
同
社
社
長

か
ら
、
工
務
店
へ
の
直
接
販
売
や
継
ぎ

手
・
仕
口
加
工
場
所
の
提
供
な
ど
、
厳

し
い
木
材
業
界
に
あ
っ
て
の
一
○
○
％

国
産
材
利
用
へ
の
取
組
を
聞
き
ま
し

た
。
製
材
工
場
で
は
、
伐
採
・
搬
出
等

の
残
材
や
丸
太
加
工
時
に
発
生
す
る
端

材
等
を
有
効
活
用
し
て
燻
煙
乾
燥
や
木

材
ペ
レ
ッ
ト
製
造
の
状
況
等
を
見
学

し
、
全
日
程
を
終
え
ま
し
た
。
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私の勤務する秋田森林管理署 田沢森林事務
所は秋田県内陸南部に位置する仙北市田沢湖
田沢地区にあります。当事務所の管轄面積は
林班数12、面積5,225ha、現況はブナ・ナラ
等を主とする天然林及びスギ人工林です。
当事務所管内は、一部十和田八幡平国立公

園内で、秘湯として全国的にも有名な鶴の湯
温泉及び乳頭温
泉郷があり、そ
の殆どの温泉施
設（孫六・大
釜・蟹場・妙の
湯）の土地につ
いて貸付契約を
行っているた
め、周辺国有林
の風倒被害及び
温泉関連工事等
については神経を使いますが、現場に行く途
中、日本一深い田沢湖（水深423ｍ）や秋田
の秀峰駒ヶ岳（標高1,637ｍ）の四季折々の
景色を眺めることができ、ホッと一息つける
ところでもあります。

また、管内を八幡平・玉川温泉に向かう一
本道の国道341号線が走っているため、全国
からの観光客が多く、先日は、林道を８㎞ほ
ど入ったところで、外国人カップル（スイス
人）が歩いているのを見つけました。この道
50年の秋田弁が通じず、身振り手振りの悪戦
苦闘の末、宿のパンフレットを頼りに乳頭温
泉郷に向かっていることがわかりましたが、
それが無謀であることを理解させるのに、秋
田弁や自分でもよくわからない英語を使って
30分程時間がかかりました。更に、同じ方向
に行くので車に乗るようにと伝えるのに20分
ほどかかりましたが、無事宿に送り届けるこ

秋田森林管理署　

田沢湖森林事務所　古郡　　宏

国有林ＰＲのひとつになれば
森林官からの投稿

とができました。（遭難騒ぎにならなくて良か
った）
私は国有林のＰＲについて考えていること

があります。当事務所管内には、昔から大き
な岩を仏様に見立てた、東北のモアイ像こと
御諸仏様が幾つかあります。昔は遠くから泊
まりがけで参拝者が来たそうですが、今は来
る人も少なくなってしまい歩道もわからなく
なりつつあります。御諸仏様に行く途中にあ
る、鳩峰神社は老朽化し、無惨な姿となって
おり残念に思っていたところ、分収造林組合
の組合長（80歳代と高齢）と神社について話
しをする機会があ
り、組合長も神社
の現状に心を痛
め、修理又は新築
等ができないかと
考えていたとのこ
とです。
また、昔のよう

に参拝者が来るよ
うな方策がないか
と考えていた時、私は神社の後方から御諸仏
様へ向かう歩道を少しそれた天然林の中に湧
き水池（内緒池）があることを思い出しまし
た。周囲約85ｍ、水深約2.5ｍ透明度が高く、
少し青みがかかって見え、この山中にこのよ
うな池があるのかという驚きがあります。組
合長も池を知っており、その池に田沢地区内
に生息し、絶滅が危惧されているトゲ魚（こ
こらへんでトンギョと言います）を放して未
来永劫生息させたいと考えているようです。
私は、御諸仏様や池が注目されるようにな

れば、周辺にある国有林の天然広葉樹林（天
スギ混ざり）のすばらしさについても体感し
てもらえるものと考えていますがいかがでし
ょうか？興味のある方は一度見学においで下
さい（コッソリ御案内しますよ）。

秘湯鶴の湯温泉

歩道沿いにある湧き水池（内緒池）

秀峰駒ヶ岳（1.637m）

神社周りにある天然秋田スギ



10みどりの東北

お問い合わせ先 

岩手南部森林管理署遠野支署

（見所の概要）
北上山地の最高峰の早池峰山（1,917ｍ）

と対峙する薬師岳（1644.9ｍ）には、神秘的
に輝くヒカリゴケを見ることができます。
ヒカリゴケとは、ヒカリゴケ科・ヒカリゴケ

属に属する、１科１属１種の小さく原始的な貴
重なコケ植物で、日本では北海道・本州の中部
地方以北の冷涼な地域に分布し、洞窟や岩陰、
倒木の陰などの暗く湿った環境に生育します。
ヒカリゴゲは自発光しているのではなく、レ

ンズ状の細胞からなる原糸体に僅かな光を反射
することにより、金緑色（エメラルド色）に輝
きます。
見頃は６月から９月頃にかけ薬師岳の中腹よ

り森林帯の岩場の陰で見ることができ、多くの
登山客がヒカリゴケを目当てに登山に訪れてい
ます。
来年は「遠野物語」発刊100周年を迎えま

す、遠野にお越しの際は神秘的な輝きを見に来
てはいかがでしょうか。

「おでんせ遠野へ！」

〒028-0515 岩手県遠野市東舘町7-39
電話番号：050－3160－5925 FAX：0198-62-9628

・東北自動車道盛岡南ＩＣから国道３９６号線を遠野市方面
へ向かい大迫町より主要地方道紫波川井線から小田越登山口
まで車で１時間２５分
登山口から徒歩20分、薬師岳山頂までは90分

※登山シーズンには土・日曜日及び祝日において車両の乗り
入れ規制がありますので、シャトルバスをご利用下さい。

交通アクセス

シーズンには多くの登山者が訪れる薬師岳

岩陰で神秘的な輝きを見せるヒカリゴケ


